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日本医療薬学会は、

病院、薬局、製薬企業、教育機関、行政等に

携わる皆さんの学会です

薬のプロフェッショナルが集い、医療に直結する薬学分野の

研究・教育を通して、医薬品適正使用のための良質なエビデンスを構築し、

学術の発展と国民の福祉向上に寄与しています。
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日本医療薬学会について

学術集会・セミナー等の開催

学会活動のご紹介

日本医療薬学会は、
3つの「力」を推進します

第八代会頭 山本 康次郎
（2022年4月～現在）

日本医療薬学会は1990年6月に日本病院薬学会として設立され、2001年1月に日本医療薬学会に移行しました。

以来、医療薬学に関連する研究や医療現場で活躍する人材の育成に多くの成果を上げ、卓越した伝統を築き、名実

ともに日本の医療薬学領域を代表する学会に成長しています。

本学会では、医薬品適正使用のための良質なエビデンスを構築し、薬剤師が科学的根拠に基づいた薬物療法を実践

するために様々な活動を行っています。そして、それらを通じて、医薬品の有効性・安全性の確保や医療薬学の進歩・

普及、国民の福祉向上に寄与しています。

是非、本学会の活動にご一緒に取り組んでいただければ幸いです。

Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences Academic meeting activity

学術集会やセミナー等を数多く開催しています。
学会賞の表彰
8つの表彰制度で会員の功績を称え、成果の周知を行っています。
2023年度の表彰者は以下のとおりです。（功績賞・振興賞は対象なし）

学術誌・出版図書の発行2
医療薬学誌 JPHCS誌

日本医療薬学会年会
（例年秋開催）医療薬学分野に

関心のある
すべての方に 医療薬学公開シンポジウム

（年4回開催）

フレッシャーズ・カンファランス
（例年初夏開催）研究活動の

ノウハウを
習得したい方に 臨床研究セミナー

（例年春開催）

さらなる知識や
最新情報を
習得したい方に

月刊誌「医療薬学」は国内向け学術誌で、厳
正な査読により質が高いと認められた医療
薬学に関する投稿論文を掲載しています。
和文だけでなく英文でも投稿が可能です。
優れた研究成果を医療現場のみならず広く
社会へ還元することを目指しています。

病態を理解して組み立てる Ⅰ～Ⅴ
薬剤師が薬物療法に関わっていくために必要な51疾患の病態生理・検査・治療の
知識と、処方提案のための具体的SOAPチャートの作成例を事例に基づいてわか
りやすく解説した書籍です。

「Journal of Pharmaceutical Health Care and 
Sciences」は、本学会が発行するオープンアクセス英文
誌です。医療薬学の学問的基盤の強化と発展という学会
の使命をサポートするだけでなく、研究成果を世界に向け
て発信し流通させることで、医療薬学分野の発展に貢献
できる国際誌を目指しています。2023年にはJournal 
Impact Factor 1.0 が付与されました。
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調査研究
医療薬学領域における学術活動の推進及び
学問的・技術的な向上を図ることを目的に、
公募により設定したテーマにそぐう調査研究課題を採択し、
研究資金の提供等の支援をしています。
海外研修助成
海外の医療機関等での研修・見学や、
国際学会での発表を行う会員を助成しています。

調査研究・海外研修助成4

医療薬学専門薬剤師制度
がん専門薬剤師制度
薬物療法専門薬剤師制度
地域薬学ケア専門薬剤師制度

専門薬剤師の認定

良質・安全な医療を提供するため、チーム医療において高度な専門性を発揮し活躍できる能力を有する薬剤師を養
成・認定しています。現在、以下４つの認定制度において専門薬剤師・指導薬剤師を認定しており、国民の保健・医療・
福祉に寄与しています。

5

薬学生や大学院生、研究活動歴が浅い社会人薬剤師等を主な対象に、研究活動の成果
発表の場として開催しています。各種発表が行われ、優秀な演題発表を表彰しています。

医療薬学領域における時勢のトピックス等をテーマに取り上げ、全国各地で開催してい
ます。生涯学習の機会を提供するとともに、医療薬学領域への関心を高める貴重な機会
となっています。

参加者数1万人規模の学術集会です。
多数の研究成果が発表され、医療薬学領域の情報アップデートに欠かせない場となって
います。

臨床研究活動を実践するためのノウハウや指導を受ける環境が充分ではない薬剤師を
対象にしています。臨床上・臨床研究上の問題解決や、その成果を学会発表から論文化
に繋げる支援をしています。

専門薬剤師認定取得のための
薬物療法集中講義
（例年夏開催）

がん専門薬剤師集中教育講座
（例年秋～冬開催）

がん介入症例の書き方
スキルアップセミナー
（年1回開催）

がん専門薬剤師
アドバンスト研修会
（年1回開催）

がん専門薬剤師全体会議
（例年春開催）

各専門分野の医師・薬剤師等から、薬剤師が習得すべき基本的知識、治療法などの講義
が受けられる講習会です。本学会の認定資格の取得を目指す方や既に認定資格を取得
されている方は勿論、自己研鑽にも有益な講義内容です。

がん領域について、各専門分野の医師・薬剤師等から、薬剤師が習得すべき基本的知
識、治療法などの講義が受けられる講習会です。本学会のがん関連の認定資格取得を目
指す方や既に認定資格を取得されている方は勿論、自己研鑽にも有益な講義内容です。

本学会がん専門薬剤師を目指す方を対象に、適切な症例サマリの書き方を習得すること
を目的に開催しています。自験例について他の参加者らと介入内容を検討し、症例の書
き方のブラッシュアップを行います。

主に本学会がん専門薬剤師・がん指導薬剤師を対象とした、臨床能力を高めるための研修会で
す。ディスカッションによる症例検討を中心に、がん専門薬剤師やがん薬物療法専門医による解
説が行われ、安全で有効ながん治療を実践するための方法や考え方の習得を図っています。

全国で活躍する本学会がん専門薬剤師・がん指導薬剤師が意見交換・情報交換し、がん専
門薬剤師のあり方を討議する全員参加型の教育研修会議です。がん専門薬剤師の更なる意
識向上と、高度がん医療に対応しうるより専門性に優れた人材の育成を目的としています。

医療人に求められるもの
医療の高度化・複雑化に対応した

専門知識・技術の習得

豊かな人間性、高い倫理観、
医療人としての深い教養

問題発見能力、問題解決能力、
現場で活躍できる実践力

薬物療法は、医療技術の進展とともに年々高
度化・複雑化しています。薬のリスクを最小に
抑えつつ効果を最大にするには、薬物療法に
関する良質なエビデンスが必要です。
日本医療薬学会では、基礎および臨床研究
を通じて薬剤師業務の学術基盤を構築し、医
療現場に還元するため、学術集会の開催や
学術誌の発行などに取り組んでいます。

エビデンス構築力

近年、医療の質の向上及び医療安全確保
の観点から、多職種チーム医療の実践が
求められています。
日本医療薬学会は、医療に直接携わる薬
剤師だけでなく、行政、製薬企業、教育機
関等、薬に関わる全ての職種の連携を推
進し、社会に求められる医療人の育成に
努めています。

社会貢献力

良質・安全な医療を提供するためには、
チーム医療において高度な専門性を発揮
し活躍できる薬剤師が不可欠です。
日本医療薬学会には4つの専門薬剤師制
度があり、高い水準の知識や臨床能力等
を備える薬剤師・指導薬剤師を養成し、認
定しています。

薬剤師力

日本医療薬学会賞

学術賞

奨励賞

医療薬学誌論文賞

JPHCS誌論文賞

Postdoctoral Award

神戸大学医学部附属病院
薬剤部　

糸原 光太郎さん
名古屋大学医学部附属病院
薬剤部　

内田 美月さん
京都大学医学部附属病院
薬剤部　

梅村 圭祐さん
山梨大学医学部附属病院
薬剤部　

莊司 智和さん
浜松医科大学医学部附属病院
薬剤部　

鈴木 光路さん
国立がん研究センター東病院
薬剤部　

鈴木 秀隆さん
東名古屋病院
薬剤部　

鈴木 亮平さん

名古屋大学医学部附属病院
薬剤部　

南島 拓矢さん
東邦大学医療センター大森病院
薬剤部　

大橋 隼人さん
旭川医科大学病院
薬剤部　

山田 峻史さん

岐阜大学医学部附属病院
薬剤部　

藤井 宏典さん
済生会横浜市東部病院
薬剤部　

永瀬 怜司さん
神戸大学医学部附属病院
薬剤部　

木村 丈司さん

慶應義塾大学
医学部　

大谷 壽一さん
金沢大学附属病院
薬剤部　

崔 吉道さん

神戸市立医療センター中央市民病院
薬剤部

池末 裕明さん

山口大学医学部附属病院
薬剤部

岡田 直人さん
兵庫医科大学病院
薬剤部

日笠 真一さん
浜松医科大学医学部附属病院
薬剤部　

八木 達也さん

大分大学医学部附属病院
薬剤部　

田代 渉さん
千葉大学医学部附属病院
薬剤部　

中澤 孝文さん
九州大学病院
薬剤部　

松金 良祐さん
　

22名

2023年度
学会賞表彰者
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研究資金の提供等の支援をしています。
海外研修助成
海外の医療機関等での研修・見学や、
国際学会での発表を行う会員を助成しています。

調査研究・海外研修助成4

医療薬学専門薬剤師制度
がん専門薬剤師制度
薬物療法専門薬剤師制度
地域薬学ケア専門薬剤師制度

専門薬剤師の認定

良質・安全な医療を提供するため、チーム医療において高度な専門性を発揮し活躍できる能力を有する薬剤師を養
成・認定しています。現在、以下４つの認定制度において専門薬剤師・指導薬剤師を認定しており、国民の保健・医療・
福祉に寄与しています。

5

日本医療薬学会賞

学術賞

奨励賞

医療薬学誌論文賞

JPHCS誌論文賞

Postdoctoral Award

神戸大学医学部附属病院
薬剤部　

糸原 光太郎さん
名古屋大学医学部附属病院
薬剤部　

内田 美月さん
京都大学医学部附属病院
薬剤部　

梅村 圭祐さん
山梨大学医学部附属病院
薬剤部　

莊司 智和さん
浜松医科大学医学部附属病院
薬剤部　

鈴木 光路さん
国立がん研究センター東病院
薬剤部　

鈴木 秀隆さん
東名古屋病院
薬剤部　

鈴木 亮平さん

名古屋大学医学部附属病院
薬剤部　

南島 拓矢さん
東邦大学医療センター大森病院
薬剤部　

大橋 隼人さん
旭川医科大学病院
薬剤部　

山田 峻史さん

岐阜大学医学部附属病院
薬剤部　

藤井 宏典さん
済生会横浜市東部病院
薬剤部　

永瀬 怜司さん
神戸大学医学部附属病院
薬剤部　

木村 丈司さん

慶應義塾大学
医学部　

大谷 壽一さん
金沢大学附属病院
薬剤部　

崔 吉道さん

神戸市立医療センター中央市民病院
薬剤部

池末 裕明さん

山口大学医学部附属病院
薬剤部

岡田 直人さん
兵庫医科大学病院
薬剤部

日笠 真一さん
浜松医科大学医学部附属病院
薬剤部　

八木 達也さん

大分大学医学部附属病院
薬剤部　

田代 渉さん
千葉大学医学部附属病院
薬剤部　

中澤 孝文さん
九州大学病院
薬剤部　

松金 良祐さん
　

22名

2023年度
学会賞表彰者



がん
専門薬剤師制度

薬物療法
専門薬剤師制度

医療薬学
専門薬剤師制度

地域薬学ケア
専門薬剤師制度

日本医療薬学会は、1998年に認定薬剤師制度を開始し、その後「がん専門薬剤師制度」「薬物療法専門薬剤師制度」が

加わり、各領域の認定者育成を図ってきました。2020年には、認定薬剤師制度から「医療薬学専門薬剤師制度」への移

行、「地域薬学ケア専門薬剤師制度」の新設、認定要件の統一化や連携施設制度の創設など、専門薬剤師制度の大改革

を行いました。専門薬剤師制度はチーム医療で高い専門性を発揮できる薬剤師の質保証であり、患者さんに安心感を与える

もの、すなわち「信頼の証」です。病院・薬局・大学で勤務する多くの薬剤師が専門認定を取得されることを願っています。

専門薬剤師制度運営委員会 石澤 啓介 徳島大学 教授・薬剤部長・総合臨床研究センター長

「医療薬学専門薬剤師」は、「医療薬学に関
する高い知識・技能を備え、かつ社会から信
頼される薬剤師を養成し、認定者自らの臨床
経験に基づいた教育・研究活動の実践を促
進することで、医療薬学の進歩・普及と国民
の保健・医療・福祉に寄与すること」を目的と
して制定されています。一人でも多くの先生
方に「医療薬学専門薬剤師」になっていただ
くよう、お待ちしています。

医療薬学専門薬剤師認定委員会
花輪 剛久 東京理科大学薬学部薬学科 教授委員長

本制度は、地域医療において質の高い薬学
ケアを実施するため、様々な領域の薬物療
法において高度な知識、技能及び臨床能力
を修得することができる制度です。「地域薬
学ケア専門薬剤師」と副領域を定めた「地
域薬学ケア専門薬剤師（がん）」の認定を行
います。より質の高い薬局薬剤師業務の実
践にお役立てください。

地域薬学ケア専門薬剤師認定委員会
豊見 敦 南海老園豊見薬局 管理薬剤師委員長

年々高度化が進む臨床現場で治療を成功
させるためには、薬剤師がいかに薬物治療
に貢献できるかにかかっています。薬物療法
専門薬剤師は、根拠に基づいた薬物治療を
実践できる薬剤師の証となるものです。多く
の薬剤師の皆さんがこの認定を取得され、
臨床に貢献できる薬剤師として活躍されるこ
とを期待しています。

薬物療法専門薬剤師認定委員会
関根 祐子 千葉大学大学院薬学研究院 教授委員長

がん専門薬剤師は、がん薬物療法等におい
て高度な知識・技術と臨床経験を有する薬
剤師です。がん患者さんや他職種が何を求
めているかを絶えず意識し、薬剤師として今
何をすべきなのか、あるいは、自分は将来どん
な薬剤師になりたいのかを考えたときに１つ
の目標となるのが、がん専門薬剤師であると
思います。

がん専門薬剤師認定委員会
池田 龍二 宮崎大学医学部附属病院 教授・薬剤部長委員長

委員長

主な対象者：

病院薬剤師

主な対象者：

臨床系教員薬剤師

主な対象者：

病院薬剤師

主な対象者：

薬局薬剤師

がん専門薬剤師 ：   730名

がん指導薬剤師 ：   314名 

がん専門薬剤師研修施設 ：   338施設 

 薬物療法専門薬剤師 ：   52名

 薬物療法指導薬剤師 ：   54名 

 薬物療法専門薬剤師研修施設 ：   260施設

※各認定数は2023年1月時点のものです。

医療薬学専門薬剤師 ：   1,612名 

医療薬学指導薬剤師 ：    854名 

医療薬学専門薬剤師研修施設 ：   337施設

 地域薬学ケア専門薬剤師（暫定認定） ：   44名

 地域薬学ケア専門薬剤師（がん）（暫定認定） ：   138名

 地域薬学ケア専門薬剤師研修施設（基幹施設） ：   205施設

 地域薬学ケア専門薬剤師研修施設（連携施設） ：   171施設

信頼の証～日本医療薬学会の専門薬剤師制度
Special ized pharmacist system



学会事務局
〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-12-15 日本薬学会 長井記念館7階
TEL：03-3406-0787（代表）　FAX：03-3406-0789

URL https://www.jsphcs. jp/ 　E-mail info@jsphcs. jp

一般社団法人

日本医療薬学会

2023年12月

1.学会誌「医療薬学」（月刊）が送付されます。
2.学会誌「医療薬学」の投稿料や
　オープンアクセスジャーナル「JPHCS誌」の掲載料の
　 補助を受けられます。
3.本学会各専門薬剤師および指導薬剤師の
　 認定取得への道が開けます。
4.本学会年会、研修会、セミナー等に会員価格で参加できます。
5.本学会事業に関する情報がメールで届きます。

会員になるには？ ―入会について―
日本医療薬学会は、約14,000名の会員（2023年度）を擁する、本分野における国内最大の学会です。

現役薬剤師の方々、将来の医療薬学に関わる薬学生の方々、その他、医療薬学に関心のある方々の入会を心からお待ちしています。

お申込みはHPから 検 索

会員資格・年会費会員メリット

https://www.jsphcs.jp/tetsuzuki/1-2.html
詳しい情報についてはホームページにアクセスしてください。

学生会員　2,000円

正 会 員 　9,500円
年会費

医療薬学に関心のある方なら誰でも会員になることがで
きます。

入会の手続き

日本医療薬学会 入会

第 34 回日本医療薬学会年会のご案内
　この度、第34回日本医療薬学会年会の年会長を拝命し、2024年11月2日（土）から4日（月・祝）までの3日間、幕張メッセ他において開催する運
びとなりました。
　本年会のテーマは「未来の医療をデザインする薬学・薬剤師の視点」としました。デザインの定義を医療に当てはめた場合、「患者を中心に考え、
治療目標を設定し、目標を達成する治療計画を実施するプロセス」となります。医療提供側には、患者のニーズに合った治療選択肢を開発し、提案・
実践できる能力と技術が求められているのです。
　医薬品による診断・治療をデザインする上で、「薬学・薬剤師の視点」は極めて重要です。患者の診断・治療に必要な医薬品を開発し、供給できるか？
その適正使用を推進し、患者の治療目標を達成できるか？
これらの命題に科学的な根拠を持って取り組むことが薬学と薬剤師の使命であると思います。
　本年会では、患者と医療従事者が適切な薬物治療を選択し、実践できる「未来の医療」を薬学と薬剤師の視点から討論する機会として、種々の
プログラムを組んでいく所存です。本年会に参加されるすべての皆様方にとって、実りある意見交換の場となりますことを心より願っております。皆様
のご参加をお待ち申し上げます。

112024年
会  期

テ ー マ

会  場

年 会 長

年会事務局

年会ホームぺージ

運営事務局

第34回日本医療薬学会年会　年会長　本間 真人
筑波大学附属病院 薬剤部　教授・薬剤部長
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